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［普及に移す技術名］魚油を利用したＥＰＡ、ＤＨＡ含量の高い豚肉の生産

［要約］肥育後期飼料に魚油を添加給与することにより、背脂肪内層の脂肪酸組成はＥＰ

Ａ、ＤＨＡの割合が増加する。また、魚油を飼料に配合する方法として、飼料タンク詰

め込み時に添加することにより均一に配合できる。
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［分類］参考

--------------------------------------------------------------------------------

［背景・ねらい］

消費者の健康志向にともない、アレルギー症状の軽減や生活習慣病の予防効果がある可

能性が示されているｎ－3系列脂肪酸の多い機能性豚肉の生産が試みられている。鯖由来

の魚油は脂肪酸の約2割がＥＰＡ(エイコサペンタエン酸)、ＤＨＡ(ドコサヘキサエン酸)

でありｎ－3系列脂肪酸資源として有望であるが、酸化されやすく液状であるため、飼料

として利用されていない。そこで、魚油への抗酸化剤の添加効果を検討するとともに肥育

豚に魚油添加飼料を給与し脂肪酸組成について検討する。また、飼料への簡易な配合方法

として、飼料タンク詰め込み時の配合の有効性についても検討する。

［技術の内容・特徴］

． 、 、１ 試験1：魚油2.5％添加の魚油区および無添加の対照区を設定し 1区ＬＷ種4頭(雌2頭

去勢2頭)を用い、出荷前5週間給与した。試験2：魚油2.5％添加の魚油区および無添加

の対照区を設定し1区ＬＷ種4頭(雌4頭)を用い、出荷前6週間給与した。また、魚油の配

合は飼料運搬車から飼料タンク詰め込み時に行った 試験に供した魚油には抗酸化剤(エ。

トキシキン)を0.015%添加した。

２．魚油に抗酸化剤を添加することにより、常温暗所で放置30日後の過酸化物価(meq/kg)

は、無添加の197に対して添加すると45と約1/4に低下した(表1)。

３．試験2において、試験飼料の粗脂肪の平均値は対照区の6.06に対し、魚油区では8.12

であった。また変動係数は対照区の4.0に対し、魚油区では3.2であった（表2 。）

４．皮下脂肪内層の脂肪酸組成のＥＰＡ、ＤＨＡの割合は試験1・試験2ともに対照区に比

べ魚油区が有意に高くなり、また、胸最長筋の脂肪酸組成のＥＰＡ、ＤＨＡの割合も試

験1では対照区に比べ魚油区が有意に高くなった(表3)。

５．発育成績・肉質成績はともに、対照区と変わらず良好であった(表4)。

［技術の活用面・留意点］

１．魚油に抗酸化剤を添加することで過酸化脂質の発生が抑えられ、保存性が良くなる。

２．魚油の配合に飼料運搬車を利用することで、各農家での配合作業が省力化し配合機器

が不要になる。

３．魚油の給与による豚肉の保存性(脂質酸化等)について、検討が必要である。

４．エトキシキンが使用禁止になる可能性があるので、新たな抗酸化剤の検索を進める必

要がある。



［具体的データ］

表1 魚油への抗酸化剤添加による過酸化物価

表2 飼料タンク詰め込み時の飼料の粗脂肪含量

表3 脂肪酸組成

表4 発育・肉質成績

(meq/kg)
区分 添加 無添加
0日後 11.9 11.9
12日後 17.9 43.0
30日後 45.2 197.1

（％）
区分 1 2 3 4 5 平均 標準偏差 変動係数

対照区 5.89 5.96 6.22 5.86 6.40 6.06 0.24 4.0
魚油区 8.35 8.34 7.77 7.92 8.20 8.12 0.26 3.2

(%)

ﾊﾟﾙﾐﾁﾝ酸  C16:0 25.4 ±0.2 25.5 ±0.6 24.5 ±1.1 24.2 ±0.1 23.3 ±0.7 21.9 ±1.4

ｽﾃｱﾘﾝ酸  C18:0 14.5 ±0.2 14.5 ±0.4 16.2 ±1.5 16.1 ±0.8 15.7 ±0.8 13.9 ±0.4

ｵﾚｲﾝ酸  C18:1n-9 42.2 ±0.8 41.5 ±1.5 38.7 ±1.6 37.3 ±1.2 39.2 ±1.7 39.6 ±1.4

ﾘﾉｰﾙ酸  C18:2ｎ-6 10.5 ±1.0 9.7 ±1.2 10.2 ±0.7 10.2 ±0.8 14.7 ±1.4 14.9 ±1.4

α－ﾘﾉﾚﾝ酸  C18:3ｎ-3 0.4 ±0.0 0.5 ±0.1 0.6 ±0.0 0.8 ±0.1 0.9 ±0.1 1.1 ±0.1

ｴｲｺｻﾍﾟﾝﾀｴﾝ酸  C20:5n-3 0.12 ±0.08 B 0.60 ±0.17 A 0.00 ±0.00 B 0.27 ±0.03 A 0.00 ±0.00 B 0.40 ±0.06 A

ﾄﾞｺｻﾍｷｻｴﾝ酸  C22:6n-3 0.33 ±0.05 B 1.03 ±0.17 A 0.15 ±0.01 B 0.88 ±0.09 A 0.14 ±0.05 B 1.27 ±0.20 A

異符号間に有意差あり(P<0.01)

試験２試験１

皮下脂肪内層胸最長筋

対照区 魚油区

区分

対照区 魚油区 対照区 魚油区

皮下脂肪内層

　　試験１ 　　試験２

１日当たり
増体重(kg)

0.93 ± 0.22 0.98 ± 0.17 0.82 ± 0.17 0.84 ± 0.04

飼料要求率
水分含量％ 73.6 ± 0.2 72.9 ± 0.4 73.8 ± 0.8 74.3 ± 0.9
加熱損失％ 25.0 ± 2.1 23.5 ± 1.5 28.5 ± 1.2 26.8 ± 4.2
保水力％ 76.3 ± 5.8 75.7 ± 1.7 85.2 ± 0.9 84.8 ± 3.0

区分

3.46 3.12

対照区 魚油区

3.633.75

対照区 魚油区


